
2016年のコレージュ改革

－学級と科目の脱構築に向けて'一

飯田伸

2016年の新学期からフランスのコレージユでは大規模な改革が施行されている。改革は単に
力リキユラム

小学校と同時に施行される教育課程基準（programmes）の改訂にとどまらず．教育方法の見

直し．小学校との連携の強化教員の増員教員研修の充実など多岐に及ぶ。改革は従来のコ

レージュの組織・運営に大きな再考・変更をうながす可能性をはらんでおり．フランスでも幅

広い議論の対象となっている2。これらを仔細に検討するには，浩繍な研究が必要となること

は言うまでもない。

本稿の課題は，2016年新学期から施行されるコレージュの教育体制の全体像を，柱の一つで

ある補助教育（lesenseignementscomplementaires）を中心に，これと深く関連する学習期

の改革，古代語，現用外国語教育の改革も視野に入れつつ，現在行政が公表している文書，資

料3をもとに素描し，問題点を浮き彫りにすることにある。

1．改革に至る歩み

まず，改革に至るまでの経緯を簡略に辿っておこう。フランスでは2012年５月にサルコジ前

大統領の任期満了に伴い．大統領選挙が実施された。その結果，社会党候補であったフランソ

ワ・オランドが共和国大統領に就任し，左派政権が誕生した。政権誕生後間もない同年７月，

キーワード：フランス．コレージュ．初期中等教育．カリキュラム．教育改革

’本稿は平成28年度科学研究費助成ﾘｉ業の研究成果（研究種目：基盤研究Ｃ；研究代表者：飯田伸二；課

題番号：26381243；研究課題：「フランス中等教育における文学教育：文学遺産の形成・継承・課題｣）

の一部である。

２過去１年間にコレージュ改革に測かれた記ﾘ#・ニュースには枚挙にいとまがない。概要を知るには．フ

ランスを代表する新聞であり．学生．コレージュ・リセの教員に幅広く読まれている『ル・モンド」の

以下のサイトが参考になる。改革の骨子が発表された2016年３月以降掲載された関連記事が時系列でま

とめられている：試http://www､lemonde.fr/refbrme-du､College／”・consultelel6aodt2016、

３公式文香の中．政令（デクレ)．省令（アレテ）については，ＵＲＬを明示していない。フランス国民教

育省サイト（αhttp://www,educationgouvir塵）や，「国民教育省広報（BulletinoHiciel)」検索サイト

Mentor（葱https://mentoradceducationfr鯵）等から比較的容易に検索できるからである。
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オランド大統領が任命したジャンーマルク・エロー首相とヴァンサン・ペヨン国民教育相は，

｢共和国の学校再建に向けての意見聴取（laconcertationpourlarefbndationderEcoledela

R6publique)」を全国的に行った。

意見聴取のテーマは，ｌ）万人にとっての修学成功，２）児童･生徒中心の〔学校〕再建，３）

育成され〔社会から〕認められる人物，４）公正かつ効率的な教育制度，の４点であった。同

年10月９日には，意見聴取をもとに作成された報告書「共和国の学校を再創建しよう｣4が，統

括報告者である作家・哲学者アラン・デュクロによって大統領に提出された。報告書を受け，

翌2013年７月８日には，「共和国の学校再建のための2013年７月８日付基本計画法第2013-595

号」が公布された5．

改革の動きと直接関連はないが，同年１２月には前年2012年に実施されたＰISA調査の結果が

公表されたことも記憶にとどめておこう。結果は予想に違わず，芳しいものではなかった。国

民教育省は，ＯＥＣＤによる結果発表日と同日にホームページ上で，ＰISA調査の結果を「結果

は悪化この傾向を逆転させるにはどうする？」と講評した6。もちろんこうしたタイトルの背

後には，前大統領とその政権が進めてきた教育政策を批判し，当時準備が進行中だった教育改

革に向けての議論，準備を世論に対して正当化する目論見が働いていたことも想像に難くな

い７．しかしながら，2012年の主要調査科目であった数学において，同じく数学が主要調査科目

に設定されていた2003年調査よりもフランスが順位を下げたことは事実である。とりわけ教育

格差が広がったこと，すなわち成績上位層と下位層の点数差が開き，生徒を取り巻く社会環境

が成績を左右する傾向が2003年調査と比較してさらに強まった点は，平等を建国のスローガン

の１つに掲げている国の教育関係者にとっては看過できない事態であった8．

報告書の受理を受け，2015年３月11日には，コレージュ改革案が閣議で公表された。主要教

員組合からの意見聴取に際しては，組合から多様な反対意見が提出されたものの，中央教育審

議会（CＳＥ：Conseilsuperieurdereducation）は翌月４月１０日にコレージュ改革の基本方針
ヂクレアレテ

を定めた政令と省令を採択した9．その後，６月30日付の通達では，2016年新学期からのコレー

４AlainDuLoT(rapporteurgeneral)､“Refbndonsl・ecoledelaRepublique：rapportdelaconcertation”，

２０１２５２ｐｐ.,{consultele27juillet2016],rapportdisponiblesur“http://www・educationgouv・fr／

archives/2012/refondonslecole/wp-content/uploads/2012/１０/refbndonslecole-de-la-republique-

rapport-de-la-concertationlpdf”、

５“Ｌoino2013-595du8juillet2013d・orientationetdeprogrammationpourlarefbndationdel，ecoledela

Republique”,[consultele27juillet2016],disponiblesur“https://ｗｗｗ､legifrance,gouv､fr/aHichTexte、

dojsessionid=?cidTexte=JORFTEXTOOOO27677984&dateTexte=&oldAction=rechJO＆categorieLien=ｉｄ"．

６錘http://www､education､gouv､fr/cid75454/[pisa-2012}des-resultats-qui-aggravent-que-fait-pour-inverser、

tendance,html瀞,consultele2aout2016，

７事実，上記ホームページに予告された対策の多くは，註3の報告書がすでに提唱したものであった。

８ＤＥＰＰ，“Ｌｅｓｅｌｅｖｅｓｄｅｌ５ａｎｓｅｎＦｒａｎｃｅｓｅｌｏｎＰisa2012enculturemathematique：baissedes

perfbrmancesetaugmentationdesinegalitesdepuis2013”､ﾉＶｂ舵ｄ，ﾉﾉﾘヵγ加α"o".ｎ.３１.decembre2013，

９“Decretdul9mai2015：OrganisationdesenseignementsauCollege”.Ｂ灘"2"〃”c域、｡２２，２８ｍａｉ
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ジユ運営に関するより詳細な方針が明らかにされた。

一方，教育課程高等群議会（Conseilsuperieurdesprogrammes）によって作成された新た

な教育課程基準案に対し，2015年５月１１日から６月12日の１ヶ月間，一般教員，学校管理職・

視学官，保護者連合会，一般市民の４つのカテゴリー別に全国的な意見聴衆が行われた。意見

聴衆を受け修正された教育課程基準案は，１０月に中央教育群議会の諮問にかけられたが，承認

されなかった。ただし，審議会の判断はあくまで惹見聴取の域を出ず．政府に再検討を強いる

ものではない。そのため，同案は2015年１１月９日付省令として2015年１１月26日付『国民教育省

広報」に公布された'0.2012年に全国的な意見聴取がなされてはいるとはいえ．2016年の９Ｈ

にアキテーヌ地方で筆者が行った教育関係者からの聞き取り調査からは，この度の改革は．慌た

だしく実施されてしまったという印象が拭いきれない。このタイミングでのこの規模の改革の

実施されることには，2017年に大統領選挙を控えているという政治カレンダーも少なからず関

与していると考えられる。

以上,改革までの行政の動向を明らかにしたところで，改革の内容を検討することにしたい。

２．学習期

2016年新学期から小学校・コレージュで導入される教育課程基準は，新たな学習期に基づい

て構想されている。学習期とは「初等・中等学校の教育課程を編成する際の区分となる複数学

年のまとまり」''のことであり，1989年教育基本法，いわゆるジヨスパン法によって導入され

た。

学習期は従来，保育学校，小学校，コレージュの区分に基づいて構想されてきた。初歩学習

期と呼ばれる第１学習期は保育学校（年少組，年中組．年長組）に対応していた。第２学習期

は基礎学習期と呼ばれ，小学校１．２年（ＣＰ・ＣＥｌ）によって構成されていた。そして，小

学校３年から５年までの３学年（ＣＥ２・ＣＭｌ・ＣＭ２）が深化学習期と呼ばれる第３学習期

をなしていた'2．一方，コレージュの４学年は３つの学習期に分けられてきた。それぞれ．コ

レージュ１年が適合期（cycleｄ'adaptation)，コレージュ２年・３年が中央期（cycle

２０１５：“Arr6tedul9mai2015：OrganisationdesenseignementsauCollege”,Ｂ"ノル"〃城αf/､ｎ‘'２２．２８
mai2015、

'０“Programmesdenseignementducycledesapprentissagesfondamentaux（cycle２)．ducvclede
consolidation(cycle３)etducycledesapproibndissements(cycle4ル.Ｂ"ﾉﾉ”〃城c虎/Ｗｃｍ/､、“１１．２６

novembre2015..３８３ｐｐ．

ｕ文部科学省「フランスの教育基本法：｢2005年学校基本iil･画法」と「教育法典｣｣．〈教育調森シリーズ》・

平成１９［2007］年．121頁．

１２ちなみに．第１学習期は保育学校（ecolematernelle）の年少組（petitesection)，年中紺（moyenne
section)．年長組（grandesection）の３学年からなる。なお，2016年の教育改革はコレージュ改峨．お

よび小学校・中学の教育課程基準改訂が中心であり．第１学料期は対象となっていない。
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central)，そしてコレージユ４年が進路選択期（cycled，orientation）であった。つまり，学習

期は学校種に沿って構想されていたため，小学校，コレージュにおける学習期の期間は１年

(コレージユ１年の適合期と４年の進路選択期)，２年（小学校基礎学習期)，３年（小学校深

化学習期）という具合にまちまちであり，統一に欠けていた。

ところが，新しい学習期は下記の表が示すように，保育学校・小学校・コレージュという学

校種に対応していない。いずれの学習期も，期間はすべて３年で統一されている'3。

学習期 校樋

第１学習（初歩学習）期 保育学校（幼稚園）

第２学習（基礎学習）期

小学校

第３学習（定着学習）期

コレージュ

第４学習（深化学習）期

学年

年少組（petitesection）

年中組（moyennesection）

年長組（grandesection）

１年（courspreparatoire）
Ｐ

２年（courselementairel）

３年（courselementaire2）

４年（coursmoyenl）

５年（coursmoyen2）

１年（sixieme）

２年（cinqueｍｅ）

３年（quatreｍｅ）

４年（troisieme）

新しい学習期が幼稚園からコレージュまでの全学年で施行されるには，2017年９月の新学期

を待たなければならない。しかし，それに先立ち，2016年新学期から導入される小学校，コレー

ジュの新教育課程基準は，この新しい学習期に基づいて作成されている。そのため，教育課程

基準の構成は従来とは大きく異なっている。教育課程基準では，まず学年の学習目標ではなく

｢学習期の特徴」というパートによって．義務教育における各学習期の位置付け・狙いが明示

される（voletl)。その次に，学習期の学びと共通基礎知識・技能・教養との関連が示される

(volet2)。そして，最後に科目ごとに学習内容，獲得されるべき学力，コンピテンシーが詳述

されている（volet3)'4．留意すべき点は，教育課程基準の構成からわかるように，まず共通基

礎知識・技能・教養という大枠が設定され，それに準拠する形で教育課程基準が提示されてい

る点である。従来，両者の関係は暖昧で，筆者がこれまで現場の教員に聞き取り調査をした限

り，従来彼らが慣れ親しんできた教育課程基準だけに依拠して授業を実践してきた傾向が強

かった。さらに教科書でさえもほぼ教育課程基準だけに依拠して作成されてきた'5．管見の限

'3“Decretdu24juillet2013：Ecoleprimaireetcollege：cycleｄ'enseignement”.Ｂ""e"〃qlfc"ﾉ.ｎｏ３２．５

septembre2013，

'４“Programmesd・enseignementducycledesapprentissagesfbndamentaux（cycle２).ducyclede

consolidation(cycle３)etducycledesapprofbndissements(cycle４)”.Ｂ"/ん"〃城c"ﾉＷｃ〃/,ｎｏ１１，２６

novembre2015,３８３ｐｐ･

'５筆者が参照できたフランス語．地理・歴史．ラテン語，ギリシア語の教科番については．ほぼ教育課程

基準にしか依拠していないと考えてよい。
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り，2009年から施行されてきた教育課程基準に準拠した教科書は，いずれにおいても共通基礎

知識・技能と教科普の内容との参照関係を明示していない。だが，今回の改革により両者の参

照関係がより明確にされた。その意味で，2016年の改革は2005年の学校基本計画法（いわゆる

ブイヨン法）を受け継ぐものなのである。

2016年施行の教育課程基準の説明によれば，学年ごとにではなく，学習期というより長い期

間ごとに教育内容を設定し，その習熟目標を示す狙いは，個々の児童・生徒が自らの進度・リ

ズムで学習し、基本的な学力を習得することをより容易にするためである'6。概して学校の規

模も小さく，学級担任制が敷かれている小学校から，規模も大きく，教科担任制に基づいて運

営されるコレージュに進学すると，多くの生徒が戸惑いを感じることは，義務教育課程の問題

として行政側からは久しく認識はされてきた'7。しかも，フランスのコレージュでは，学級担

任が置かれてはいるものの，登下校時のホームルームの時間が設けられていない。ホームルー

ムに割かれる時間は年間10時間程度であるため．学級担任と生徒が接する機会は多くない。そ

のため，小学校を卒業したばかりの生徒がコレージュで感じる違和感を和らげるため，コレー

ジュ側が改革を行い，小学校との連続性を確保する必要′性は，2012年の報告書「共和国の学校

を再創建しよう」でも厳しく指摘されていた。

統一コレージュは年月が経つにつれ’まったくのフィクションとなってしまった。コ

レージュは，学業成績の不均一さに対処するために，小学校との連続′性を自らの責任にお

いて確保すべきである180

この課題に応えるための方策の一つとして．報告書は学習期の改革を提言していたのであ

る。

ソーケルコマン

〔共通〕基礎〔知識技能教養〕施行の枠組みで(ま，コレージュの授業と小学校の授業を

有機的に関連づけ，小学校一コレージュの移行を円滑にすることが適当である。一部の生

徒にとっては，ハードルが高いのである。乗り越えるのを手助けする必要がある。すでに

制度化されている小学校最終学年〔CＭ２〕とコレージュ１年〔sixieme〕の教員間同士の

つながりを強化するだけではなく，他の手段が必要である。例えば，２つの校種にまたが

るような学習期の再定義である'9。

'６ｌｂ〃.,Ｐ､4.

171,spectiongeneralederEducationnationaleetlnspectiongeneraledel・administrationdelEducation

nationaleetdelaRecherche,ＬａＭ７ｓ“〃カノα“(/‘Ｓｍ"Ｓｃﾉﾉs＠ｍﾉ“0ﾉ樺で､MinisterederEducation

nationale､derenseignementsuperieuretdelarecherche・気Rapport2014簿,mais2014・ｐｐ､2-6．

l8AlainDuLoT(rapporteurgeneral).”.α『..ｐ､３５．
ｌ９Ｉ６ｊｄ．
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周知のように，フェリー法により小学校が義務化されてからも，第３共和政，第４共和政下

のフランスでは，初等教育と中等教育の複線型システムが維持されてきた。これが一本化化さ

れるには，第５共和制初期に実行された一連の構造改革，すなわちベルトワン改革（1959年)，

フーシェーカベル改革（1963年)，アビ法（1975年）を経なければならなかった20。そうした経

緯を踏まえれば，2016年の教育課程基準において，小学校最終２学年とコレージュ１年が１つ

の学習期にまとめられたこと自体は－たとえ，その効果は今後の検証が必要にせよ－歴史

的には重大な改革であると位置付けることができよう2'。

３．補助授業：個人支援と科目横断演習

各教科の週あたり時間配当でも注目すべき改革が確認できる。以下に示すのは2016年新学期

からの時間配当である。

この表からすると，一週間当たりに生徒が受ける授業時間数はコレージュ１年から４年まで

の合計で104時間となる。ところが，2015年６月30日付の通達によれば，一週間の学級割り当

て授業時間をコレージュ４年間で通算すると，2016年新学期では115時間に，さらに2017年新

学期からは116時間になる予定である22。なぜ，生徒の授業時間と学級割り当て授業時間とのあ

いだに違いが生じるのであろうか。この違いは，後者の計算方法により説明される。例えばｌ

学級を２つのグループに分けて，２名の教員が別個に授業を行う場合や，ｌ学級を対象に１時

間の授業を２人の教員で行う場合，生徒の授業時間は１時間のままだが．学級割り当て授業時

間は２時間と計算されるのである型。

20ClaudeLELIEvRE,ｆ"Sroj”。“/"s""ｲ"0"ssco〃/〃sぼゆ"おI7E9ﾉ.Ｎａthan：2007,coll.〈SerieHistoire鯵，

２３８ｐｐ,notammentlechapitreconsacreala鋲Findeladualiteprimaire､secondairepublic”・ｐｐｌ７３－

１９５．

２１報告書「共和国の学校を再創建しよう」には，小学校とコレージュの迎挑についてより踏み込んだ以下

のような提言を行っている。「一人の学級担任から複数の教科担任により段階的に移行するため，小学

校の競終段階．コレージュの初期段階で，科目分野に再編された授業を行う｡」「特にコレージュとその

校区内の小学校の迎挑を実験的に行うことで，教育上の協働，共通の協縦（共通のプロジェクト．役割

の分担）を助ける」（AlainDucLoT・Ｏｊｳ.ｃ".,ｐ３５)。ただし，これらの提言はコレージユの改革だけでは

実現できる性質のものではなく，小学校の改革も要することは強調するまでもあるまい。

22“Circulairedu30juin2015：enseignementaucollege：organisation津,ＬｃＢ""c"〃城ｂ〃/,ｎ.２７，２

juillet2015、

23逆に．１学級を２つの少人数グループに分け，１つのグループにだけ授業を行い（その間，別のグルー

プは図書館などで自習)，翌週には別のもう１つのグループに授業を行う（その間，前の週に授業を受

けたグループが自習に回る)．ということを１年間繰り返した場合．そのコマの生徒の授業時間は0.5時

間とカウントされる。
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学習期

学年

体育・スポーツ教育

美術／音

フランス

篭
瓦
凹

地理歴史／道徳公民教育

第１外国語
2.1

第２外国語

数学

命・地球科学

科学技術

物理

合計

第３学習期

1年

４

２

４．５

３

４

Ｎ

4.5

４

共辿授業２３

補助授業３

2年

３

２

4.5

３

３

2.5

３５

１５

１５

１５

共辿授業２２

補助授梁４

2016年のコレージユ改革

第４学習期

３年

３

２

4.5

３

３

2.5

3.5

1.5

1.5

1.5

共通授業２２

補助授業４

４年

３

２

４

3.5

３

2.5

３

１

１

１

５
＝

｡

５

５

共通授業２２

補助授業４

一方，2015年６月30日付の通達は，学級割り当て授業時間を生徒の授業時間数増加に使う

ことは認めていない25．このような条件下では，授業時間数（104時間）に比べて，学級割り当

て授業時間が多ければ多いほど．学校にとっては少人数授業や複数の教員による共同授業の実

施のための余力が大きくなることになる。学級割り当て授業時間の増加を実現すべく，国民教

育省は4,000にのぼる専任教員ポストの増員をホームページ上でアナウンスしている26。

このように学校の裁量で使える時間数が増加した背景には２つの狙いが考える。一つは，少

人数グループで授業を実施する機会を増やすためである。通達も，「少人数グループは，実験

科学（sciencesexperimentales)，科学技術，現用外国語，地域語，道徳公民教育で優先して

結成されるべきである｣27と明言している。

もう１つの狙いは．共通授業とは異なる範鴫の授業．すなわち補助授業（enseignements

complementaires）の全学年導入である。ちなみに共通授業とは．学校の全生徒が共通して学

ぶ授業のことであり，2015年５月19日付省令第２条も「共通授業の時間数，授業内容は全生徒

に共通である」ことが明記されている28.

では．新たに導入される補助授業とはどのような授業なのであろうか。補助授業の形態。内

２１「外国語」をフランス語に訳せばalangueetrangere鯵とするのが一般的であろう。しかし．学校では

通常，“languevivante（現用語）湾という表現が使われる。これは，中等教育の現場で災らく重視され

てきたギリシア語，ラテン語に代表される‘‘languemorte（死諾）吟と区別するためである。

25“Circulaire30juin2015：enseignementaucollege：organisation”,/“､砿

26“College２０１６：toutsavoirsurlareibrme”,[consultele27juillet20161・disponiblesur“http://www・

education・gouv.fr/pid32484/college-2016-tout-savoir-sur-refbrme､html津．

訂乃〃､時間割には実験科学（sciencesexperimentales）という科Ｈは存在しない．そのため．本稿では．

実験科学という記述を．理科系科目の中で実験を要する授梁を少人数グループで行うことを推奨する．

という意味に解しておく。

郵鍾Arretedul9mai2015：enseignementsaucollege：organisationdesenseignementsdanslesclasses

decollege簿,ﾉ“ｃ肱
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容について確認しておこう。2015年５月１９日付省令は，補助授業の形態を以下のように定めて

いる。

第３条ｌ）補助授業の内容は関連する学習期の共通基礎知識・技能・教養が定める知識・

技能目標，及び教育課程基準によって定められる。すべての授業科目は補助授業に貢献す

る。

２）補助授業は，個人支援（ＡＰ：accompagnementspersonnalises）の時間と，科目横断

演習（EPI：enseignementspratiquesinterdisciplinaires）という形を取りうる。

a）個人支援は，生徒の必要に応じて全生徒に向けて実施される。個人支援は，個人学習

における生徒の学び，伸びる力を支援すること，生徒の技能を改善すること，そして生徒

が知的に自立することに寄与することにある。

b）科目横断演習では，個人もしくは集団によって実現される計画を通じ，知識技能を

確固としたものとし，深めることができる29。

補助授業の２つの形態，個人支援と科目横断演習を，従来の教育課程基準と時間割との関連

から整理すると，前者は生徒援助・自習支援（aideauxelevesetaccompagnementdeleur

travailpersonnel）を，後者は発見の道程（itinerairesdedecouverte）をそれぞれ引き継いで

いると考えらえる30。従来の教育課程基準に基づいた時間割では，生徒援助・自習支援はコレー

ジュ１年で週２時間，発見の道程はコレージュ２．３年で選択科目として週２時間が割り当て

られているにすぎなかった。2016年新学期からは，上記時間割表が示すように，従来共通授業

に比して周辺的な教育活動と見なされがちであったこれらの授業の時間枠が大幅に拡充されて

いる。この点を，上記省令第４条を参照しながら確認しておこう。

第４条ｌ）１年の生徒にとって補助授業とは個人支援の時間である。

２）第４学習期では，個人支援と科目横断演習の振り分けは在校生の必要，及び各校の教

育計画により変化する。全学年で全生徒はこれら２形態の補助授業を受講する。個人支援

と科目横断演習の配分は，同一学年の全生徒にとって一律とする3'。

塑心｡．

抑生徒援助・自習支援はコレージユ１年で週２時間，発見の道程は，コレージュ２．３年で．週２時間実

施されてきた。Ｃｆ〈Arretedul4janvier2002：organisationdesenseignementsdanslaclassede

sixiemedecollege”.Ｂ""e"〃城c"/､、｡，８，２１舵vrier2002；頓Arretedul4janvier2002：organisation

desenseignementsducyclecentraldecollege(classesdecinquiemeetquatrieme)”,必越；“Ａｒｒｅｔｅｄｕ

６avril2006：organisationdesenseignementsducyclecentraldecollege（classesdecinquiemeet

quatrieme)”､Ｂ２ｲﾉﾉc"〃q倣域ｎ｡18,4ｍai2006.

31．‘Ａｒｒｅｔｅｄｕｌ９ｍａｉ２０１５：OrganisationdesenseignementsauCollege鯵,ﾉ“.ｃ"．

１４８



2016年のコレージュ改革

従来，１年を対象に週２時間の割合で実施されてきた個人支援型授業は，2016年からは３時

間に増大され，実施対象学年もコレージユ全学年に拡充される。コレージユ２～４年でも「週

に１時間もしくは２時間の割合で，個人支援を受ける｣狸ことが，上記省令６条１項で定めら

れているからである。

科目横断型授業の実施対象学年も，発見の道程から比べると１学年延長され，妓終学年まで

が実施対象になった。週あたりの時間数も，調整が可能になった。しかもこれまでは「発見の

道程」は選択科目であったのに対し，科目横断演習は全生徒に履修が義務づけられている。内

容面では，科目横断演習は従来の発見の道程と比べると充実が図られている。2002年新学期か

ら発見の道程を導入した当時の国民教育相ジャック・ラングの言葉を借りれば，科目横断型プ

ログラム導入の目的は「倦怠，あるいは学習動機の不在と戦い｣，「従来とは違うやり方で，学

習課程基準を履修し深めるための方法｣33を提供することにある。また発見の過程には，４つ

の学習領域(domaine)が設けられていた。すなわち，「自然と人間の身体｣，「芸術と古典文化｣，

｢言語と文化｣，「創造と技術」の４領域である34．一方，科目横断演習では領域が多様化され，

以下の８つのテーマ体系（thematique）が設定されている。

それぞれの科目横断演習は以下の科目横断テーマ体系の１つを対象に実施される

a）身体，健康，福祉と安全

b）芸術的文化と創造

c）環境保全のための移行と持続可能な発展

d）情報，伝達，市民性

e）古代の言語と文化

f）外国の言語と文化場合によっては地域の言語と文化

g）経済，職業の世界

h）科学，科学技術と社会調

32必辺．

33JackLANG,葱Ｏrientationssurravenirducollege：pouruncollegerepublicain・versionlongue”’５avril

2001,Ministeredel，Educationnationale,ｐｐｌ８ｅｔｌ９・現職の国民教育相ナジャット・ヴァローーベルカ

セムも．あるラジオ番組でコレージュ改革を説明するにあたり．ジャック・ラングが発見の道程を導入

した際と同様に．コレージュ生徒の倦怠を解消するために科目横断を実施すべきとの見解を示している。

この発言はフランス政府の以下のサイトで視聴可能である。ＮａｊａｔＶＭﾙAuD-BELKAcEM.“Lescollegiens

sennuient・ilfautfavoriserrinterdisciplinarite”.{consultele20aodt2016]・videodisponiblesur

“http://www・gouvemement・fr/partage/3644-najat-vallaud-belkacem-les-collegiens-s-ennuient,iMaut‐

favoriser-l・interdisciplinarite”．

31“CirculairedulOavril2002：Preparationdelarentreedanslescollegesetmiseenceuvredes

itinerairesdedecouverte”.Ｂ"此"〃城c"ﾉ,ｎｏｌ６,l8avril2002､この通達では２．３学年の２年間で，

生徒は少なくとも異なる２つの領域に設定された４つの道程を臓修することが定められている。

濁鍾Circulaire30juin2015：enseignementaucollege：organisation塵.ﾉ0ｃｃ"．
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2015年６月30日付通達は改革に対応するためのコレージュの組織・運営にも言及している。

それによると，生徒は第４学習期修了時，すなわち中学校修了時に，これら８つのテーマ体系

の中から少なくとも６つのテーマ体系を履修しておかなければならない。また，学校は毎年少

なくとも２つのテーマ体系を扱った２種類の科目横断演習を開講しなければならない36。

また，通達からは１つのテーマ体系の履修に必要な時間数は一律ではないこと，そして，実

際の実施形態は各学校の裁量に任せられていることが読み取れる。具体的に，通達は以下のよ

うな時間配分を例示している。

科目横断演習の期間は多様（１学期，２学期，通年）でありえる。週に１時間から３時間

までのスケージュルで実施可能である。学校は異なる様々な期間の科目横断演習を組み合

わせることができる。例えば，

－３つの科目横断演習を週３時間，１学期間実施；

－２つの科目横断演習を週２時間．２学期間実施,そして３つの科目横断演習を週１時間

１学期間実施；

－１つの科目横断演習を週３時間，１学期間実施，１つの科目横断演習を週１時間，１学

期間実施，そして別の科目横断演習は週２時間，１学期間実施；

－１つの科目横断演習を週１時間，１年間実施，２つの科目横断演習を週２時間．２学期

間実施

－１つの科目横断演習を週１時間，１年間実施，３つの科目横断演習を週２時間，１学期

間実施3７

通達は１学期間，もしくは２学期期間のプランニングを推奨してはいるが，上記の例以外の

方法，例えば科目横断演習週間を設定することも可能であるとしている38。

ここ20年近く．国民教育省は進歩と支援のための個人プログラム（PPAP,1998)，発見の道

程（2002年)，教育成功のための個人プログラム（PPRE，2006)，芸術史（2009）と，異なる

科目，学級を受け持つ教員同士が協働するように強いるさまざまな生徒支援の方法，科目をコ

レージュに導入してきた。これには，フランスの中等教育教員には特に強固な担当科目間の壁

を可能なかぎり低くし，教育現場の風通しを良くする狙いが働いている。とはいえ，新教育課

程基準が施行されれば，学級，科目に基づいた従来の学校運営の手法だけでは対応しきれない

３６乃湿．

３７必ｊｄ、

３８この時間．人貝のやりくりの柔軟性は，註31で紹介したビデオでナジヤット・ヴアローーベルカセム大
臣自身が強調している。また，2016年９月にボルドー市及びその近郊で行った聞き取り調査でも．大学

区は2015年度に実施された研修を通じ，各校に既存の教育実践（例えば修学旅行）をうまく再活用＝リ

サクルして，科目横断渡習が学校迎営の負担にならないよう呼びかけていることが確認できた。
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学習活動に，１週間の総授業時間数の１割以上が充てられることになり，教育現場に及ぼす影

響は従来の比ではないことが予想される。個々の学校が自らの状況（学校規模，生徒の学習歴，

教員の経験，立地条件）に応じ，臨機応変に対応せざるを得ない。各校の裁量に大きく委ねら

れた科目が全学年にわたって導入されることは，統一コレージュにとってははじめての経験で

ある。このような事態に対応するため．通達は各学校の自立性を強化する必要性を強調してい

る。「コレージュの〔新しい〕組織編成は学校と教員の自立性を強化し，その結果，学校・教

員が生徒の要望，志望に対応する能力を強化する39｡」

通達は各学校の自立‘性を担保するための組織・運営上の枠組みも定めている。学習指導チー

ム（equipepedagogique)40が計画を作成し，学校長がその実施のために時間割作成に配慮す

ることが求められる。またその際には．科目委員会（conseild･enseignement)，学習指導委員

会（conseilpedagogique)，管理評議委員会（conseild，administration）の３つのレベルで，各

学習指導チームが作成した計画の調整が図られることになっている。以下，通達に依りながら．

これら３つの委員会（conseil）の役割を紹介しよう。

科目委員会は同一科目の担当教員から櫛成され，学習期ごとの教育課程基準の実施，個人支

援の実施に向けての手配，科目横断演習の８つの領域と科目との関わり，について協議する。

学習指導委員会は，校長が議長となり，少なくとも各学年の主任と各科目分野から１名の教員

から構成される。この委員会は科目間の調整を促し．学校計画の中で教育に関する箇所を作成

する。また．個人支援のあり方について．すなわち補習，掘り下げ，学習方法のいずれに特化

するのかという問題について協議し、加えてグループの振り分けについて管理評議会に提案す

る。学習指導員会は科目横断演習についても諮問される。管理評議会は教職員代表，学校利用

者（保護者と生徒）代表，管理部門及び自治体代表から構成され，共通授業，補助授業（個人

支援と科目横断演習)，そして補充授業（次節参照）の間で時間配分を行う4'。

また，2016年新学期からの補助授業の実施に対応すべ<，研修が実施されたことも付け加え

ておこう。通達は．人員の補強，組織の改革と並行して，2015年期から教員，生徒指導専門員

(CPE：conseillerprincipald･education)．学校管理職，地域教育視学官それぞれに向けた大規

模な研修が2015年新学期から2016年の学年終了までに実施されることを予告している１２。ただ

し，研修の実態，その効果についての検証は今後の調査に委ねざるをえない43。

39“Circulaire30juin2015：enseignementaucollege：organisation”,ん〔?.c"．

仰文部科学省「フランスの教育基本法：｢2005年学校基本計画法」と「教育法典｣｣，《教育調査シリーズ》、

平成１９［2007］年．121頁によれば．学判指導チームとは「学校内における教貝の組織形態」で．「中等

学校（コレージュ．リセ及び職業リセ）においては．学級別及び担当科11別」に編成されることになっ

ている。

41蕊Circulaire30juin2015：enseignementaucollege：organisation”・ﾉ“.r"．

４２／6辺．

４３ちなみに．ボルドー市及びその近郊で実施した聞き取り調査により．教ｕ一名に対して水曜日を利用し

のべ５日間の研修が行われたことが確認できた。
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4．グローバル化と格差是正：古代語と現用外国語

ここまでの説明からも明らかなように，学級・科目とは異なる枠組みを前提とする補助授業

の導入に伴い，教員間の協議・調整に多くの時間・労力を割く必要が生じた44.そのため，教

員や保護者45といったコレージュ関係者のみならず，多くの知識人，大学人が改革への批判，

不安，戸惑いを表明している46。この他に，改革への反対意見が世論の中で大きくなった要因

として，改革実施により生ずる古代語教育の変容があげられる。今回の改革では，従来の古代

語教育の少なくとも一部を，科目横断演習が担うことが予定されているからである。

従来の時間割では，ラテン語は選択科目としてコレージュ２年から履修が可能であった。コ

レージュ２年では週２時間，３．４年では週３時間が割り振られていた。また，４年から履修

できるギリシア語には週３時間が割り振られていた。しかし，先にも確認したように，2016年

の改革によりラテン語，ギリシア語は時間配分表からは消えている。確かに，選択科目である

ラテン語の履修者の割合はこれまでも決して大きくはない。2014年新学期時点のデータによる

と，コレージユ２～４年の平均で全生徒の17.2％でしかない。さらに，リセになるとラテン語

履修者の割合は，文学系，経済系，理科系の３コース全学年を平均して4.8％にまでも落ち込

む'7．コレージュとリセでのこのような履修者の割合の不均衡は，ラテン語の履修には言語を

継続的に学習し，習得する以外の動機が働いている可能性を示唆する48°例えば，学習意欲の

高い生徒や成績優秀な生徒同士が顔を合わせる機会を担保したり，そのような生徒同士がいく

つかの学級に集められる，といった目算である。

出身階層による格差を縮小・解消するどころか，拡大してしまうという批判を受けている教

･洲聞き取り調査からは，特に理系科目（数学，生物・地球科学，物理，技術）でこの傾向が強く，教員が
抱いている不安・不満も大きいことが判明した。詳細については今後の課題としたい。

'52016年のコレージュ改革は，フランスの公立学校の保護者の主要団体である，保渡者会連盟（FCPE：

F6derationdesconseilsdespareｎｔｓｄ･eleves）と公教育保護者連盟（PEEP：Federationdesparentes

d，elevesderenseignementpublic）からの支持を得るには至っていない。この点については以下の記事

を参照：“Refbrmeducollege：ｌａＰＥＥＰｎ，estpasconvaincue”,lel4avril2015Iconsultelel3aoQt

2016],disponiblesur“http://peep､asso､fr/actu/communiques-de､presse/refbrme､du,college-la-peep-n‐
est-pas-convaincue／”；αCollege：laFCPEcritiquelarefbrme”,ｌｅｌ７ｍａｒｓ２０１６[consultelel3aodt

20161,disponiblesur，鐘http://www､cafepedagogique・net/ＬＥＸＰＲＥＳＳＯ/Pages/2016/05／
l7052016Article635990616818971787.aspx”．

｛6例えば．フランス語版ウィキペディアのaPrOjetderefbrmedel，enseignementaucollegede2015鯵に
は，2016年新学期施行のコレージュ改革に対する，大学人・知識人による批判が．レフェランスととも

に数多く紹介されている（〈https://frwikipedia,org/wiki/PrOjet-de-refbrme-de－１％27enseignement
au-college-de-2015”,consultelel3aoUt2016)。

I7DEPP・RgPd"sα'でiﾉ壱〃"“ssm雄”ｨ“：e"selg"”犯"応,/b”α"o",〃ｃｈ”cAg・Ministeredel・Education

nationale,derenseignementsuperieuretdelarecherche,〈ｌｅＲＥＲＳ沙,2015.Ｐ127．

ｲ８ＣｆＤＥＰＰ,蕊Lelatinaucollege：ｕｎｃｈｏｉｘｌｉｅａｌ，originesocialeetauniveauscolaiｒｅｄｅｓｅｌｅｖｅｓｅｎｆｉｎ

ｄｅｓｉｘｉｅｍｅ”,ﾉVb"ｄＹ"/b”"α"ひ",ｎ.37,octobre2015,４ｐｐ．
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青行政からすると，選択科目としてのラテン語を時間配分表から削除し，その学習内容の一部

を共通授業であるフランス語に落とし込み，さらに，学校の裁量では第４学習期の全期間を通

じ全生徒による履修が可能な科目横断演習に．「(e)古代の言語と文化」という学習領域を設け

ることは，より幅広い生徒にラテン語とローマ文化ついての知識を伝えるという意味で．一届

平等・公正なコレージュに向けての施策の一環であると理解できる。行政側の説明によれば．

｢生徒が同一の科目横断テーマ体系を第４学習期に，毎年履修すること49｣が可能だからである。

しかも，古代語学習への意欲がある生徒には，補充授業（enseignementdecomplement）を

設けることにより，より掘り下げた，従来の形に近い古代語教育も可能である50。

にもかかわらず，新しい古代語教育のあり方に批判が集中するのは，ラテン語が中等・高等

教育の中で果たしてきた歴史的な役割や社会的な弁別（distinction）機能の大きさによるもの

と考えられる。その上，科目横断演習はその名が示す通り，異なる科目を担当する複数の教員

が受け持つことが想定されている。その主旨からしてラテン語，ギリシア語の専門家である古

典文学（lettresclassiques）の教員だけが担当すべき授業ではない。「(e)古代の言語と文化」

は従来のラテン語，ギリシア語の授業とは似て非なるものであることが，当然のこととして予

想される。また，先にも見たように．科目横断演習の運営は従来の授業よりは柔軟であること

が想定されている。そのため，たとえ２年から４年まで，継続してこのテーマ系が設置された

としても，学習期間，学習時間は各校の裁斌任せであり，通年で開講されるとは限らない。そ

うなれば，持続的な努力を要する言語学習にはそぐわない。しかも古代語の補充授業は１週間

当たり最大で，コレージュ２年で１時間，３．４年で２時間である5'。これは全学年において，

従来よりも週１時間の削減となる。学校の授業時間も科目数も無限に増やすことができるわけ

ではない。学校で何を，どの程度の授業時間数をかけて学ぶかは，時代に応じて社会が決める

べきことである。その意味でコレージュをはじめとする，フランスの中等教育は大きな岐路に

立たされているといえよう。

古代語教育が軽減される一方，現用外国語の教育にも重要な変更が確認できる。従来は．３

年から開始されていた第２外国語の学習が１年早められ、２年から開始されるからである。一

方，コレージュでは主に３年から開始されるヨーロッパ・クラス（sectionseuropeennes）は

2016年の新学期から廃止される。ヨーロッパ・クラスはコレージュ３年からリセ最終学年まで

続く制度で，コレージュでは通常の学級に比べると，外国の学習時間が週２時間の割合で強化

'9“Circulaire30juin2015：enseignementaucollege：organisation”,ﾉ“ｃ"・

訓全生徒に義務教育課程を通じ，共通の知識・技能・教養を授けるという方針から見て，補充授業をフラ

ンス語や数学に広げるのではなく，ラテン語．ギリシア語に限定しまうことの是非は．今一度問われる

べきであろう。

5'頚Lecollege2016：questions／reponsessurlanouvelleorganisationducollege簿,{consultelel3aodt

20161.disponiblesur：“http://eduscol,education､fiF/cid87584/le-college-2016-questions-reponses･html”．
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されている52.1992年から実験的に開始されたヨーロッパ・クラスは，2014年新学期の時点で

コレージユ３．４年全生徒のおよそ10.9％を受け入れてきた蝿。

行政側はこの措置を決定するにあたり，以下の３つの理由をあげている。

＊小学校１年からコレージュ最終学年までの外国語教育が強化される割。

＊第２外国語の学習がコレージュ２年に早まる。

＊科目横断演習の一部は外国語で行われる55。

以上の検討から，古代語，現用外国語に関する2016年の改革ベクトルは，現用外国語の強化

格差是正の方向に向いているものと理解できる。しかし，これらの言語教育に関する改革は，

学力下位層にある生徒や，家庭内の問題や社会的な困難を抱える生徒の力を伸ばすのではな

く，学力意欲のある生徒，あるいは学力上位層に位置する生徒がさらに学力を高め，知的好奇

心を広げる機会を奪うことに終始しているという批判も根強いことは改めて確認しておきた

い56。また，より公正な教育制度を構築するという観点からも，現改革による古代語，とりわ

けラテン語教育の後退，およびヨーロッパ・クラスの廃止には懸念の材料がないわけではない。

大都市周縁部や農村部のコレージュにラテン語の授業やヨーロッパ・クラスを保持すること

は，地域住民にとってはそのコレージュが質の高い教育を行っていることを示す一つの分かり

やすい指標となっているからである。それは，学習意欲の高い生徒や教育熱心な家庭の生徒が，

私立のコレージュや都市中心部に位置するコレージュに流出する抑止する効果があった。教育

の平等化民主化の名の下に推し進められる改革のせいで。困難を抱える地域のコレージュは

自らの教育の質の高さを地域に訴える分かりやすい材料を失うという逆説に直面しかねないの

である。

５２“Circulairedul9aodtl992：Miseenplacedesectionseuropeennesdanslesetablissementsdu
seconddegrも",Ｂ"此"〃城c花ﾉ,ｎ．33.3septembrel992

53DEPP,”.〃/､,pPl24-l25・

別しかしながら，2016年新学期から施行予定の小学校の一週間当たりの科目別時間数を2008年から施行さ

れている科目別時間数を比較する限り．いずれも週当たり1.5時間である。Ｃｆ‘《Ａｒｒ６ｔｅｄｕ２４ｎｏｖｅｍｂｒｅ

２０１５：ecoleprimaire：horairesd，enseignementsdesecolesmatemellesetelementaires沙,ＬｅＢ鹿姓"〃

ｑﾉ1『c花/､ｎ．４４，２６novembre2015;鐘Arretedu9juin2008：horairesdesecolesmaternelleset

elementaires”,ＬｃＢ"此"〃城c"/､hors,serie,ｎ.３.l9juin2008．

弱“Lecollege2016：questions／reponsessurlanouvelleorganisationducollege”､Iconsultelel3aoDt
20161.disponiblesur：“http://eduscol,education､fr/cid87584/le,college-2016questions-reponseshtml”・

識「般低ラインに合わせた平等化(nivellementparlebas)」がコレージユ改革を批判する際の合言葉となっ

ている。例えば．以下の記事を参照：“Larefbrmeducollege.“nivellementparlebas”：BrunoLe

Maire・EdouardPhilippeetHerveMorininterpellentFranCoisHollande”,{consultele20aoUt2016l．
disponiblesur〈http://france3-regions､francetvinfb､fr/haute-normandie/2015/05/06/la-refOrme-du‐

college-nivellement-par-le-bas-bruno-le-maire-edouard-philippe-et-herve-morin-interpellent-francois‐

hollande-719665・html津．
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結論

本稿では．2016年コレージュ改革の分析を行った。特に，科目横断演習と個人支援からなる

補助授業を中心に，学習期の改革，古代語及び現代外国語教育の３つの視点からの改革の方向

性を明示した。とはいえ，改革施行前に準備・執筆された以上，本稿は改革の不十分なラフス

ケッチの域を出ていない，という批判は甘んじて受け入れなければなるまい。

この度の改革が，とりわけ補助授業の導入が，近年のコレージュの課題とされる．生徒の

個々の資質に寄り添った教育法を育てる手段となりうるのかさらには，落ちこぼれ、落第，

退学の防止や，生徒の学力の伸長にどのように寄与しうるのかは57,今後の根気強い調査・研

究に委ねざるをえないからである。

また，今回の改革の根幹をなす共通基礎知識・技能・教養の詳細な検討も不可欠である。特

にフランス語教育に関する検討は私たちの問題意識からすると枢要の課題である。いずれの課

題もさらなる準備が必要であり今後の課題としたい。
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